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⑺　 鬼無里の伝統的祭礼にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 鬼無里の地形は、 周囲を荒
あ ら

倉
く ら

山、 虫倉山、 戸隠表山、 一
い ち

夜
や

山、 物見山などに囲まれ、

中央部に裾花川と その支流の小川や天神川が流れ、 盆地様の渓谷形を し ている。 集落

は、 周囲の山々を流れる裾花川や小川流域に点在し ており 、 集落ごと に神社が配置さ れ

ている。 また、 鬼無里には、 鬼
き

女
じ ょ

紅
も み じ

葉伝説、 木曽義仲にまつわる伝承、 遷都伝説にちな

んだ東
ひがし

京
き ょ う

、 西
に し

京
き ょ う

と いっ た集落の名称が残っ ている。 そのほか奥裾花峡谷（ 県指定名勝）や

ミ ズバショ ウの大群落がある。

　 江戸時代、 鬼無里には、 松代往来、 戸隠往来、 安曇往来、 高
た か

府
ふ

往来、 早川道などが

通っ ており 、 街道を利用し て鬼無里で生産さ れた麻、 畳糸、 和紙等が移出し 、 塩、 米、

酒、 魚等が運び込まれ、 域内外の人と 物資が行き 交っ て交易の場と し て市
い ち

が開かれてい

た。 市
い ち

は、 天和３ 年（ 1683）に現在の町
ま ち

区において開設が許可さ れ、 当初は六斎市（ １ カ

月に６ 回開かれた定期市）であっ たが、 安永９ 年（ 1780）に九
く

斎
さ い

市
い ち

（ １ カ 月に９ 回開かれ

た定期市）になっ た。 九
く

斎
さ い

市
い ち

は、 月の１ 、 ２ 、 ８ に当たる 日に開かれ、 取引さ れる 商品

の大半は麻であっ た。

　 現在の町
ま ち

区で７ 月15日から 一週間執り 行われる 祇園祭は、 九
く

斎
さ い

市
い ち

の名
な

残
ご り

を と どめ、

市
い ち

の神や津島牛頭天王に奉納する祭屋台が伝承さ れている。
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江戸時代の主なる 往来（ S＝1:100,000）

（『 信越古道』（ 信越古道会、 平成22年（ 2010））を改編し てリ ラ イ ト ）

▲ 荒倉山

▲ 砂鉢山

▲ 一夜山

▲ 虫倉山

▲ 飯縄山

▲ 高戸谷山

▲ 小沢峰

▲ 八方山

▲ 物見山

▲ 東山

▲ 蕎麦粒山

町

市野瀬

高橋

瀬戸

十二平

西京

落合

岩下

土倉

小佐出

府成

田之頭

南浦

持京

押切

桐山

長崎入

法地

日本記
埋牧

瀬戸川

成就芋之沢

馬曲
上野

高府
下市場

大野
中条

落合

日影

千見青具

大久保

東京

大望峠

至戸隠宝光社

至糸魚川街道

至糸魚川街道

至糸魚川街道

柳沢峠

柄山峠

嶺方峠（ 白沢峠）

0 3km

至松代

至七二会、長野市街

至北陸街道梶屋敷宿

至大町

至奥裾花渓谷

荒倉神社

金刀比羅神社

鬼無里神社
松巌寺

虫倉神社

松原神社

白髯神社

正福寺

三島神社

加茂神社

春日神社

瀬戸川神社

沢之宮

皇大神社

法蔵寺

神明宮

古山神社

小川神社

明松寺

金剛寺
武部八幡社

高山寺

文珠堂
朝日神社

戸
隠

往
来

大町街道
（ 善光寺街道）

高
府
往
来

早
川
道

安
曇

往
来

松代往来

早
川
道

大町街道

（ 善光寺街道）

長野市

小川村

白馬村

小谷村
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イ 　 建造物

　（ ア）　 白
し ら

髯
ひ げ

神社本殿（ 重要文化財）

　  　 白髯神社は、 裾花川右岸の河岸段丘上

　 の鬼無里日影祖里田に位置し 、 日影三区

　（ 上
う わ

平
だいら

区、 中区、 西
に し

京
き ょ う

区）の人々を氏子と

　 する産土神（ 祭神猿
さ る

田
た

彦
ひ こ

大
お お

神
か み

）で、 境内に

　 拝殿、 本殿、 社務所、 神楽殿、 境内社が

　 ある。 本殿は、 一間社流造、 杮
こ けら

葺で桃山

　 時代の建立と 考えら れており 、 昭和34

　 年（ 1959）に重要文化財に指定さ れてい

　 る。

　  　 神社は、 明治６ 年（ 1873）４ 月に長野

　 県第59区の郷社と し て社格昇進し 、 明

　 治40年（ 1907）４ 月に神饌幣帛料供進神

　 社に指定さ れ、 明治41年（ 1908）に大姥神社、 秋葉神社、 金刀比羅神社の三社を合祀

　 し 、 昭和28年（ 1953）３ 月に宗教法人と なり 、 現在に至っ ている。

　（ イ ）　 鬼無里神社本殿（ 長野市指定有形文化財（ 建造物））

　  　 鬼無里神社本殿は、 裾花川及び裾花川に合流する小川流域沿いに位置し 、 規模の

　 大き い一間社流造の社殿である。 享和年間（ 1801～1804）に焼失し たため、 現在の本

　 殿は、 前身の建物様式を模倣し て享和年間に再建さ れたも のと さ れている。

　  　 本殿の社額、 鏡台などの装飾彫刻は、 江戸時代末期から 明治時代にかけて、 上州、

　 北信濃、 上越、 越中で数多く の神社仏閣の装飾彫刻を手がけた彫工北
き た

村
む ら

喜
き

代
よ

松
ま つ

の手に

　 よるも ので、 ひと き わ力強く 精巧な彫刻が施さ れている。 拝殿の背後に本殿覆屋、 通

　 り をはさ んで舞台（ 神楽殿）、 社務所が配置さ れている。

白
し ら

髯
ひ げ

神社本殿

（ 重要文化財、 桃山時代）

鬼無里神社本殿（ 長野市指定有形文化財（ 建造物）、 享和年間）
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　（ ウ）　 松巌寺観音堂（ 長野市指定有形文化財（ 建造物））

　  　 松巌寺は、 元和元年（ 1615）創建の曹

　 洞宗寺院で、 鬼女紅葉の菩提所である地

　 蔵院が前身と 伝えら れている。 観音堂

　 は、 寛永２ 年（ 1625）又は寛永３ 年

　（ 1626）の建立で、 間口３ 間、 奥行４

　 間、 妻入、 入母屋造である。 外観は質素

　 だが、 内部の欄間に肉厚の豪快な彩色彫

　 刻が付き 、 格天井の彩色文様と 併せて江

　 戸前期の様相を濃厚に伝えている。

　  　 また、 松巌寺の経蔵と 鎮守堂も 長野市

　 指定有形文化財（ 建造物）に指定さ れている。

　（ エ）　 諏訪神社本殿（ 長野市指定有形文化財（ 建造物））

　  　 諏訪神社は、 建
た け

御
み

名
な

方
かたの

命
みこ と

、 誉
ほ ん

田
だ

別
わけの

命
みこ と

、 大
お お

山
や ま

祇
づみの

命
みこ と

を祀る旧村社で、 和
わ

協
き ょ う

組、 峯組、 山

　 内組、 平組の産土神である。 飯綱社（ 岡荒井）、 皇大神社（ 坂屋）を合社し ている。 小川

　 左岸の断崖上の平坦地を境内と し て、 本殿、 拝殿と 神楽殿が相対する配置と なっ てい

　 る。

　  　 本殿は、 棟札から 文化２ 年（ 1805）の再建で、 覆屋の中にあり 、 三間社流造、 杮

　 葺、 軒唐破風付の社殿である。 また、 木割や彫刻に鬼無里で唯一の立川流の技法が見

　 ら れる。 工匠は、 諏訪の立川富

　 棟と 鬼無里の山口藤蔵と 推定さ

　 れている。 立川流は、 長野県諏

　 訪市から 出た工匠で、 彫刻の主

　 題に人物像（ 仙人等）と 写実的動

　 植物を用いるこ と を特徴と し て

　 おり 、 長野県、 東海地方を中心

　 に千葉、 滋賀、 京都にまで、 江

　 戸時代中期から 後期にかけた作

　 品が見ら れる。

松巌寺観音堂

（ 長野市指定有形文化財（ 建造物）、

寛永２ 年（ 1625）又は寛永３ 年（ 1626））

諏訪神社本殿

（ 長野市指定有形文化財（ 建造物））、 文化２ 年（ 1805））
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ウ　 活　 動

　（ ア）　 白
し ら

髯
ひ げ

神社の祭礼

　  　 白
し ら

髯
ひ げ

神社の祭礼は、 春と 秋

　 に神々を迎え、 災いを祓
は ら

い、

　 氏子の無病息災と 五穀豊穣を

　 願い、 また豊作に感謝するも

　 ので、 春祭り（ ５ 月３ 日）と 秋

　 祭り（ ９ 月の第二日曜日、 大

　 祭と も 呼ばれている）が挙行

　 さ れている。

　  　 白
し ら

髯
ひ げ

神社の古文書等は、 明

　 治16年（ 1883）の神官宅の火

　 災で焼失し たため、 それ以

　 前の史料はほと んど残っ ていない。 祭礼の挙行に関し て、 明治35年（ 1902）の祭日変

　 更願、 嘉永３ 年（ 1850）の四本柱土俵免状や明治42年（ 1909）の煙火打上許可証が残っ

　 ており 、 祭礼にあわせて奉納相撲や花火（ 打上筒）の打ち上げが行われていたこ と がう

　 かがえる。 奉納相撲は、 昭和20年代まで行われていたと いわれている。

　  　 こ こ でいう 神
か ぐ ら

楽は、 芸能ではなく 、 用具のこ と で、 祭礼で用いら れていた神
か ぐ ら

楽（ 明

　 治６ 年（ 1873））は、 箱型の長
な が

持
も ち

の上に社殿形の祠
ほこ ら

を載せ、 貫のよう な太い棒を通し て

　 担げる作り になっ ており 、 向拝の柱に竜が巻き 付き 、 虹
こ う

梁
り ょ う

は竜と 武人、 木
き

鼻
ば な

は象と 唐

　 獅子の彫刻で、 軒唐破風に松と 鶴の彫刻をはめている彫工北
き た

村
む ら

喜
き

代
よ

松
ま つ

の手による精緻

　 な彫刻が施さ れた小さ いながら も 見事な出来栄えで、 長野市指定有形文化財（ 工芸品）

　 に指定さ れている。 こ の神
か ぐ ら

楽は、 鬼無里ふるさ と 資料館に収蔵展示さ れており 、 現在

　 祭礼では平成３ 年（ 1991）に新し く 制作し た神
か ぐ ら

楽が使われている。

白
し ら

髯
ひ げ

神社の祭礼（ 昭和35年頃）

白
し ら

髯
ひ げ

神社の神
か ぐ ら

楽

（ 長野市指定有形文化財（ 工芸品）

祭日変更願

（ 明治35年（ 1902）４ 月16日付け）
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煙火打上許可証

（ 明治42年（ 1909））

四本柱土俵免状（ 嘉永３ 年（ 1850））

　 　 ａ 　 運営組織

　 　  　 早朝から 氏子の総出で、 境内、 拝殿、 本殿を清掃する。 中区の祭世話人（ 若連）と

　 　 呼ばれる祭り の世話役が中心になり 、 大小の幟旗を立て、 神
か ぐ ら

楽の飾り つけを行う 。

　 　 会所（ 祖山公民館）に中区祭世話人（ 若連） 13名、 鳴役（ 獅子舞と 神楽囃子） 14名、

　 　 中区の神
か ぐ ら

楽が集合し て準備を行い、 祝宴の後、 獅子舞を舞っ て神楽巡行に出発す

　 　 る。 かつては担いでいたが、 近年はリ ヤカ ーに神
か ぐ ら

楽を載せて巡行し ている。

　 　 ｂ 　 神
か ぐ ら

楽巡行

　 　  　 神
か ぐ ら

楽巡行は、 春と 秋の祭り の中心的な祭事で、 神々が降臨する際の目印と なる幟

　 　 を立て、 神を迎えて一年の安穏と 感謝を表す儀式と し て執り 行われる。 総代長の中

　 　 区長を先頭に神官、 祭世話人、 神楽、 鳴役の順で列と なっ て進んでいく 。 白
し ら

髯
ひ げ

神社

　 　 は、 旧日影村の神社であっ たこ と から 、 西
に し

京
き ょ う

区と 上
う わ

平
だいら

区の代表の各２ 名が巡行に参

　 　 列し ている。

　 　  　 神
か ぐ ら

楽巡行の行路沿いには、 両端に反り のある棟をのせた切妻造、 煙出し をつけた

　 　 杮葺屋根（ 鉄板被覆）、 漆喰塗の壁の蚕室型の主屋と 鞘組の土蔵のある明治時代から

　 　 昭和20年代の建築と みら れる歴史的建造物が残っ ている。

　     　 行列は、 こ のよう な歴史的建造物が建ち並ぶ道筋を 白
し ら

髯
ひ げ

神社に向けて、 まず神社

　 　 手前の中区活性化センタ ーに向かう 。 境内にある社務所が手狭であるため、 地域は 

       中区活性化センタ ーを社務所と 見なし ており 、 実際に社務所と 呼んでいる。 中区活
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神
か ぐ ら

楽巡行の様子

　 　 性化センタ ーの社務所では、 神官２ 名から ４ 名、 総代10名が待機し ており 、 神事

　 　 総代会、 祝宴が行われ、 獅子舞を舞っ て、 神社に向けて出発する。

　 　 　 神
か ぐ ら

楽巡行は、 榊をのせた三方を持つ総代長を先頭に神官（ 献幣使、 宮司）、 総代、

　 　 区長、 目印、 神楽、 鳴役の順で列を組んで進み、 神社の神
か ぐ ら

楽殿
で ん

で獅子舞を奉納す

　 　 る。 こ のあと 本殿の神前に供物を供え、 拝殿で神事が執り 行われて一連の祭礼が終

　 　 わる。
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神楽巡行の経路図（ S= 1:3,000）

µ
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00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/26  16:41:37

全庁向け地図情報です。

白髯神社本殿

獅子舞奉納

会所
（ 祖山公民館）

社務所
（ 中区活性化センタ ー）

土蔵が建てこ まれた民家

神楽殿

切妻造、 鞘屋根、 漆喰塗の土蔵

２ 階建、 切妻造、 漆喰塗、 煙出し 付

２ 階建、 切妻造、 漆喰塗
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全庁向け地図情報です。

白髯神社本殿

獅子舞奉納

会所
（ 祖山公民館）

社務所
（ 中区活性化センタ ー）

土蔵が建てこ まれた民家

神楽殿

切妻造、 鞘屋根、 漆喰塗の土蔵

２ 階建、 切妻造、 漆喰塗、 煙出し 付

２ 階建、 切妻造、 漆喰塗
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 　（ イ ）　 鬼無里神社の祭礼

　  　 鬼無里神社の祭礼は、 春と 秋に行われる。 戦前は、 秋祭り（ 10月３ 日）が盛大に催

　 さ れて屋台巡行が行われていたが、 戦後に５ 月３ 日を祭日と する春祭り に主体が移

　 り 、 屋台の巡行も それに合わせて行われており 、 昭和３ 年（ 1928）の古写真が残さ れ

　 ている。

　  　 祭礼のはじ まり は定かでないも のの、 祭礼で用いら れる屋台（ 山車）は、 彫工北村喜

　 代松による安政４ 年（ 1857）の制作であるこ と から 、 江戸時代末期には行われていた

　 と 考えら れている。 屋台は、 長野市有形文化財（ 工芸品）に指定さ れ、 天井に竜、 正面

　 の柱に巻いた竜、 唐獅子のも つ手鞠の籠彫など精緻な彫刻が施さ れており 、 手前半分

　 が踊り 子を乗せる舞台、 後ろ 半分が囃子方を乗せる構造と なっ ている。

鬼無里神社の屋台

（ 長野市有形文化財（ 工芸品）、

安政４ 年（ 1857））

鬼無里神社郷社奉告祭の様子

（ 昭和３ 年（ 1928））
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松巌寺前を 出発する

神社に向かっ て舞を奉納

鬼無里神社鳥居へ向かう

神楽（ 獅子舞）の奉納

　 　 ａ 　 屋台巡行

　 　  　 町
ま ち

区は、 善光寺、 安曇、 戸隠、 高
た か

府
ふ

などに

　 　 通じ る街道の分岐点で、 江戸時代は商人の交

　 　 易の場と なり 、 九
く

斎
さ い

市
い ち

が立っ たと こ ろ であ

　 　 る。 鬼無里神社前の通り には、 中二階を出梁

　 　 造でせり 出す形式や切妻造の町屋など明治時

　 　 代から 大正時代の建築物がみら れる。

　 　  　 屋台は、 松巌寺前で踊り を披露し た後、

　 　 神
か ぐ ら

楽と 列を作り 、 地域住民が綱を引き ながら

　 　 鬼無里神社へ向かう 。 鬼無里神社の鳥居前で

　 　 舞を披露し た後、 鬼無里神社横の路線バス駐車場まで進み、 鬼無里神社に向かっ て

　 　 舞を奉納する。 その後、 鬼無里神社の舞台で神
か ぐ ら

楽（ 獅子舞）が奉納さ れて屋台巡行は

　 　 終了する。

神
か ぐ ら

楽を 担ぐ 様子（ 昭和45年（ 1970））
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屋台巡行の経路図（ S= 1:2,500）

µ

0 30 60 90 12015
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/26  16:49:13

全庁向け地図情報です。

鬼無里神社

屋台を固定し て踊り を披露する場所
（ 巡行中は囃子のみ）

鬼無里街道沿いの歴史的まちなみ鬼無里神社拝殿

松巌寺観音堂

寛永 2 年（ 1625） 又は寛永 3 年（ 1626）
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屋台巡行の経路図

鬼無里神社

屋台を固定し て踊り を披露する場所
（ 巡行中は囃子のみ）

鬼無里公民館

石井家住宅（ 明治時代）

鬼無里街道沿いの歴史的まちなみ鬼無里神社拝殿

松巌寺観音堂

寛永 2 年（ 1625） 又は寛永 3 年（ 1626）
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0 30 60 90 12015
メートル

鬼無里神社

屋台を固定し て踊り を 披露する場所
（ 巡行中は囃子のみ）

鬼無里街道沿いの歴史的まちなみ

屋台巡行の経路図

鬼無里神社

屋台を固定し て踊り を披露する場所
（ 巡行中は囃子のみ）

鬼無里公民館

鬼無里街道沿いの歴史的まちなみ
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　（ ウ）　 諏訪神社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

　  　 鬼無里に多く ある諏訪社系神　

　 社で唯一の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

が行われてい

　 るのが、 財
さ い

又
ま た

地区の諏訪神社で

　 ある。 言い伝えによると 、 明治

　 ５ 年（ 1872）に鬼無里神社で 御

　 柱祭を 挙行し た が、 翌回と な

　 る 明 治11年（ 1878） に 天 変 地

　 異があっ たため祭事は行われな

　 かっ た。 翌々回と な る 明治17

　 年（ 1884）に鬼無里神社から 依

　 頼があり 、 諏訪神社で御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

を挙行し たこ と がはじ まり と いう 。

　  　 数え年で７ 年に一度の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

は、 奥山から 切り 出し た杉の木一対（ 男柱の鶴、 女柱

　 の亀）の御
お ん

柱
ばし ら

を里曳き し て神社前に建てる独特の神事で、 寅、 申の年の５ 月５ 日に大

　 祭が執り 行われている。

　  　 諏訪神社の拝殿内に掲げら れている額に明治17年（ 1884）甲申の年に行われた第１

　 回から 令和４ 年（ 2022）５ 月に行われた第24回までの御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の挙行年が記さ れており 、

　 130年以上にわたっ て途絶えるこ と なく 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

が継承さ れている。

明治時代の諏訪神社の御柱祭の様子

明治17年（ 1884）（ 上）から 令和４ 年（ 2022）（ 下）までの御柱祭開催年を 記し た額
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　 　 ａ 　 山出し

　 　  　 令和４ 年（ 2022）の第24回御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

では、 令和３ 年（ 2021） 12月４ 日に、 神社本殿

　 　 において用材の切り 出し を行う 人々や奉納者が参拝し 、 伐採、 山出し 用具を清めた

　 　 上で山に入り 、 地域の共有林から 、 高さ 約20メ ート ル、 幹回り 約２ メ ート ルの杉

　 　 ２ 本を切り 出す山出し を行っ た。

　 　  　 山出し の翌日の５ 日に、 木の皮を剥ぎ、 長さ は大祭のたびに１ 寸ずつ伸ばす「 一

　 　 寸伸ばし 」のし きたり に従い33尺５ 寸（ 約10メ ート ル15センチメ ート ル）の柱に仕立

　 　 てた。 柱は、 休納所で冬を越し 、 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の当日まで安置さ れる。

　 　 ｂ 　 前日の準備

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の前日に神社拝殿の前に建てら れている前回の男柱（ 拝殿に向かっ て右）と

　 　 女柱（ 向かっ て左）を倒し た後、 柱を短く 切っ て割り 楔
く さ び

を作る。 こ の楔
く さ び

は、 今回建て

　 　 る御柱のねも と の固定に使われる。

　 　  　 また、 御
お ん

柱
ばし ら

を迎える榊
さ かき

車
ぐ る ま

を製作する。 大
だ い

八
は ち

車
ぐ る ま

に米俵を載せ、 欅の枝を立てて風

　 　 船、 短冊、 おも ちゃ などで装飾する。 上段に積む俵には、 道中の子供や観衆に振る

　 　 舞う あめやお菓子などを詰める。

　 　 ｃ 　 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

本祭

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

本祭は、 奉納する曳
ひ き

子
こ

、 関係者など多数が参加し 、 榊
さ かき

車
ぐ る ま

を先頭にし て２ 台

　 　 の神楽と と も に御
お ん

柱
ばし ら

休納所に御
お ん

柱
ばし ら

を迎えにいく 。 榊
さ かき

車
ぐ るま

には、 乗子と し て和協区の氏

　 　 子の中から 、 中学生から 成人を迎える年代までの長男が選ばれ、 乗り 込む。 御
お ん

柱
ばし ら

は、

　 　 榊
さ かき

車
ぐ る ま

の出迎えを受けて、 各組頭の号令と 音頭のも と で、 休憩をはさ みながら 、 各休

　 　 納所から 男柱（ 鶴組）、 女柱（ 亀組）の順で諏訪神社まで約1.5キロメ ート ルの道のり

　 　 をゆっ く り と 曳行さ れていく 。
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　 　 ｄ 　 建
た て

御
お ん

柱
ばし ら

　 　  　 諏訪神社に着く と 、 拝殿に向かっ て左に女柱（ 亀）、 右に男柱（ 鶴）の順で建てら れ

　 　 る。 柱先端の冠落し は行わず、 音頭長（ 音頭と り のリ ーダー）が使っ た御幣と 神社の

　 　 神官が用意し た御幣を打ち付けてから 、 拝殿前に並ぶ音頭と り が音頭を唄う 中、

　 　 ゆっ く り と 御
お ん

柱
ばし ら

が建てら れる。 御
お ん

柱
ばし ら

　 　 のねも と は、 前回の御
お ん

柱
ばし ら

を使っ て作

　 　 ら れた多数の楔
く さ び

でし っ かり と 固定さ

　 　 れる。

　 　  　 建
た て

御
お ん

柱
ばし ら

が済むと 神
か ぐ ら

楽殿で神
か ぐ ら

楽が奉

　 　 納さ れて、 山出し 、 里曳き 、 建
た て

御
お ん

柱
ばし ら

　 　 と 続いた当地最大の祭り である御柱

　 　 祭は、 こ れで終わり を迎える。

榊車を 先頭に進む 笛や太鼓の囃子が響く

道中に幟が立つ 御
お ん

柱
ばし ら

の方向転換

建
た て

御
お ん

柱
ばし ら
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　 　 ｅ 　 音　 頭

　 　  　 山出し 、 里曳き 、 建
た て

御
お ん

柱
ばし ら

などの際に木遣り に代わっ て唄われる音頭は、 独特の甚

　 　 句調で、 その音律、 威勢のよい調子と 掛け声で御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の熱気を一層引き 立てる。 各

　 　 柱３ 人で計６ 人の音頭を唄う 音頭と り は、 即席で唄う など機敏さ が求めら れる。 音

　 　 頭は、 前任者から 口伝えで伝授さ れ、 後任の音頭と り に伝承し ていく 。

　 　  　「 ヤーレシメ タ リ 、 ヤーレワイ 」（ ヨ イ 、 ヨ イ ）

　 　  　「 めでた、 めでたのこ の御
み

柱
はし ら

を」（ ヨ イ 、 ヨ イ ）

　 　  　「 諏訪の社
やし ろ

に、 ハァ ー奉
たてまつる

納」

　 　  　「 サァ ー引
き ー

綱
づ な

」（ エンサーノ 、 サァ ）

　 　  　「 アーレワサァ ーのサァ ー」（ ヨ イ ヨ イ 、 ヨ イ ヨ イ ）

　 　  　 こ の歌詞に続いて、「 一度ごら んよ御柱祭を、 和協若衆のこ こ ろ 意気」、「 諏訪の

　 　 社
やし ろ

はめでたい社
やし ろ

、 庭に鶴亀舞い遊ぶ」、「 さ あさ 曳
ひ き

子
こ

の皆さ ま方よ、 こ こ は難所だ宮

　 　 の坂」、「 和協生まれで和協の育ち、 音頭と り ゃ せり ゃ 日本一」など音頭と り 独自の

　 　 歌詞が唄われる。

道中で音頭が唄われる
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御
お ん

柱
ばし ら

の曳行順路（ S= 1:10,000）

µ

0 140 280 420 56070
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/27  9:27:25

全庁向け地図情報です。

µ

0 140 280 420 56070
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/27  9:27:25

全庁向け地図情報です。

諏訪神社

坂屋の御柱休納所

新井の御柱休納所

里曳き

建御柱

御柱見立

ぬる 沢橋

あめふり 橋

斧入・ 伐採

木落と し

和協地区林

山出し のルート

里曳き のルート

山出し
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エ　 まと め

　 鬼無里では、 鬼無里地区住民自治協議会と 鬼無里観光振興会が連携し てSNSや散策ガ

イ ド マッ プで鬼無里の寺社や伝統的な祭礼をPRし ている。 中山間地域に広がる 農村風

景の中、 伝統的祭礼は、 祭礼を見物に訪れた観光客、 鬼無里で研究実習をする大学生も

祭礼に参加し て賑やかに開催さ れており 、 鬼無里の大き な魅力と なっ ている。

　 祭礼で使用さ れる屋台や神
か ぐ ら

楽は、 鬼無里ふるさ と 資料館に常設展示さ れており 、 観光

資源と し て、 また、 学生の研究にも 活用さ れている。

　 長き にわたり 継承さ れてきた鬼無里の伝統的祭礼は、 暮ら す人々や大学生など地域内

外の若者から 高齢者まで幅広い世代が参加し ながら 、 現在も 継承さ れている。 また、 鬼

無里ら し い山並みの中、 神社が配置さ れた集落が、 山々の間を 流れる 川の流域に点在

し 、 そこ では、 農業や林業が営まれて独特の集落景観を 生み出し ており 、 伝統的な祭

礼、 人々の暮ら し 、 まちなみが一体と なっ た歴史的風致が形成さ れている。
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鬼無里の伝統的祭礼にみる 歴史的風致の範囲（ 1/25,000）

 

ｰ 210 ｰ

鬼無里地区重点区域の範囲　S=1/ 30,000

白髯神社本殿

松原神社本殿

津島神社本殿

諏訪神社本殿
諏訪神社宝蔵校倉造り

皇大神社本殿

国指定文化財

県指定文化財

市指定文化財

登録有形文化財

その他の建造物

凡例

※美術工芸品、 無形文化財、
　 民俗文化財を除く

戸隠往来

松代往来

安曇往来

歴史的風致

地蔵堂

鬼無里神社本殿

松巌寺経蔵
松巌寺鎮守堂 松巌寺観音堂
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　 今から 約千年の昔、 会津の夫婦が魔王に祈っ て美し い娘を授かり 、 呉
く れ

葉
は

と 名

付けまし た。 16歳で都にのぼっ た呉葉は紅葉と 名を 変え、 才知あふれる 美し

さ がたちまち評判と なっ て、 源氏の棟梁、 源経基の側室と し て寵愛を受けまし

た。 と こ ろ が経基公の御台所が病に倒れ、 病状が重く なる と「 紅葉が呪い祈祷

し ている」と 噂が立ち、 ついに信州戸隠に流さ れてし まいます。

　 水
み

無
な

瀬
せ

の里（ ※現在の鬼無里）にたどり 着いた紅葉はその美し さ と 教養から 村

人たち に敬愛さ れ、 館で大切にさ れまし た。 都を し のんで暮ら す紅葉でし た

が、 経基や都への思いは消えず、 再び上京し よう と 戸隠の荒倉山の岩屋に移り

住みます。 そし ていつし か盗賊たちの首領に担ぎ上げら れ、 人々から 鬼女と 恐

れら れるよう になっ てし まいまし た。

　 その噂が都に伝わる と 、 帝
みかど

は信濃守平
たいら の

維
こ れ

茂
も ち

に鬼女討伐を 命じ まし た。 初戦

は鬼の形相と なっ た紅葉の妖術に敗れた維茂ですが、 別所北向観音に必勝祈願

をし て授かっ た剣で再び紅葉を攻め、 ついに紅葉は剣で討たれます。 維茂は水

無瀬に地蔵尊を祀り 紅葉の菩提を弔いまし た。 戸隠、 鬼無里の地にはこ のほか

幾多の「 鬼女紅葉」物語が伝えら れています。

【 鬼無里の伝説】

都に思いをはせる美女紅葉

COLUMN
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